
技
能
実
習
制
度
は
以
前
よ

り
国
際
貢
献
と
い
う
理
念
と

実
態
が
乖
離
し
て
い
る
と
指

摘
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日

本
弁
護
士
連
合
会
か
ら
は
廃

止
す
べ
き
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
海
外
か
ら
も
「
人
権
侵

害
が
起
き
て
い
る
」
と
批
判

を
招
く
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

賃
金
未
払
い
や
職
場
で
の

暴
力
な
ど
は
後
を
絶
た
な
い

の
が
現
状
で
す
。

一
方
で
少
子
化
に
よ
る
人

手
不
足
は
慢
性
化
。
製
造
業

や
農
業
、
建
設
業
な
ど
に
多

く
の
外
国
人
技
能
実
習
生
を

迎
え
入
れ
て
き
た
。
実
態
は

労
働
力
確
保
の
た
め
の
受
入

れ
と
指
摘
さ
れ
る
「
本
音
と

建
前
の
い
び
つ
な
使
い
分
け

が
あ
る
と
の
意
見
・
指
摘
に

正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
時
期
が
き
ま

し
た
。

弊
組
合
も
三
十
年
以
上
の

受
入
れ
経
験
か
ら
現
場
の
意

見
を
「N

A
G
O
M
I

」
を
通

し
て
発
信
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」
役
員

最
高
顧
問

二
階
俊
博

前
自
由
民
主
党
幹
事
長

会

長

武
部
勤

前
自
由
民
主
党
幹
事
長

副
会
長

梅
田
邦
夫

前
駐
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使

副
会
長

塩
崎
恭
久

元
厚
生
労
働
大
臣

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
で
は
様
々

な
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

弊
組
合
も
理
事
の
推
薦
を

受
け
正
会
員
と
し
て
活
動
し

１
年
以
上
が
経
過
し
ま
す
。

勉
強
会
、
討
論
会
に
参
加

し
、
共
に
議
論
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
方

の
中
小
企
業
が
「
持
続
的
成

長
」
の
た
め
に
今
後
も
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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「
選
ば
れ
る
国
」
に

政
府
は
、
昨
年
十
二
月
十
四
日
に
技
能
実
習
と
特
定
技
能

の
両
制
度
の
改
正
を
議
論
す
る
有
識
者
会
議
の
初
会
合
を
開

い
た
。
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制
度
の
一
体
的
改

革
に
向
け
て

「NAGOMI」とは？
一般財団法人
外国人材共生支援全国協会

【設立の目的】
アジアの安定と日本の持

続的成長のために共に活躍
できるグローバル人材共生
社会の実現に寄与する。
「グローバル人材共生ネッ

トワーク」を全国各地域に
展開し、政府や都道府県等
と連携して、技能実習生を
はじめ外国人材を適切に育
成・保護・支援し、差別の

ない多文化共生社会の実現
に寄与する。

「NAGOMI」とは？

特
定
技
能
と
統
合
視
野
に

両
制
度
の
統
合
も
含
め
本
年
度
、
秋
に
最
終
報
告

政
府
、
技
能
実
習
制
度
の
扱
い
議
論


